
特別支援教育の視点をふまえた
指導実践の共有

（美瑛町⽴美瑛東⼩学校）

・ユニバーサルデザイン教育
・ポジティブな⾏動支援



美瑛町⽴美瑛東⼩学校では「⽇本授業UD学会」の考え方を基に、指導実践を記録し分類しました。

目的
１．指導実践の記録・共有
２．わかる・できるが増える環境を整える

（基礎的環境整備・合理的配慮）



UDモデルを基にした指導法の工夫



本校では1１項目を，
焦点化・視覚化・共有化 に分類
しました。

※指導方法の工夫
〈基礎的環境整備・合理的配慮〉
は，左の分類に限らず，焦点化・
視覚化・共有化全てにあてはまる
こともあります。



ポジティブな⾏動支援を基にしたUD

畿央大学 准教授 大久保賢一 氏 研修会資料より(H30.1.12) 



１．○︓指導の工夫（合理的配慮）
を記⼊し⾏動（B）を記⼊する。

２．×︓指導の工夫（合理的配慮）
をしなかった場合に予想される⾏動
を記⼊する。

⾏動分析シートを活⽤し記録



刺激量の調節

聴覚過敏や選択注意の苦手な
児童に配慮し校内すべての椅
子と机の足にテニスボールを
つけています。

椅子を引く音や机を移動する
時に音が響かず，クラス全体
が落ち着いて学習できます。



ルールの明確化 場の構造化 視覚化

保健室
内科検診等で，待つ場所を示しています。

ボディーイメージや空間認知等が弱い場合
は適切な距離で並ぶことが苦手です。
このような目印があると，並ぶことができ
ます。



時間の構造化 視覚化

時間量を視覚化し，⾒通しをも
ちやすくしています。

デジタル時計では表せない
「ちょっと前」「少し」「だい
たい」などの⾔葉の理解ができ
るようになります。



スモールステップ化 焦点化 視覚化 共有化

左︓全校での取り組み

右︓各学級での具体的な
取り組み

例として「聞き方名人」
の具体的な姿を視覚化し
教室に掲示しています。

学校全体の目標 学級での手⽴て



スモールステップ化 焦点化 視覚化 共有化

トークンエコノミー法の活⽤
子どもが1年間の⾒通しをもち、主体的に適切な⾏動
を考えられるようになるための、手⽴ての１つです。



スモールステップ化 身体性の活⽤ 共有化
持ち手を（新聞紙等で)⻑くして，縄を回しやすくしています。

医療（作業療法⼠）や
町内関係機関と連携し，
学習の土台となる体づ
くりの方法や学習しや
すいグッズ等，アドバ
イスを基に，指導を工
夫しています。



焦点化 視覚化 共有化

コミック会話を活⽤し，会話
を⾒える化し、因果関係等を
わかりやすくします。

記録を残し般化できるように
します。



展開の構造化 スモールステップ化 焦点化 共有化

① ①活動の手順を別のIPADや紙に書いて
示す

②手順を⾒ながら板書を拡大して撮影
（ノートに記⼊）

③解き方の説明を聞く・話し合う

①②③の活動を経験し，情報を同時に
処理する方法を知る。

自分に合った学び方を選ぶ



スモールステップ化 焦点化 視覚化 共有化

デイジー教科書を活⽤することで，自分に合った教科書を作る
ことができます。自分らしく，主体的に学ぶことができます。



〈成果〉
○具体的な指導の工夫を記録し共有できた。
○教職員全体の基礎的環境整備・合理的配慮に対する意識

が高まった。
〈課題〉
○⾏動分析を⽤いた児童の⾒取りを基にアセスメントし、

基礎的環境整備・合理的配慮へつなげていく
○子どもが自分に合った学び方を選ぶことができるように，

基礎的環境整備・合理的配慮を意図的・計画的にすすめ
ていく


